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トピックス2　デジタル放送のミリ波無線伝送システムが稼働
60GHz帯のミリ波を利用して、BS／CS／地上デジタル放送を各家庭で受信する無線伝送システムが、
2009年 12月 25日から埼玉県内の大規模マンションで稼働した。デジタル放送難受信世帯の解消を目
的に、総務省からの委託を受けてシャープ（株）が開発し、DXアンテナ（株）がシステム化して販売している
ものである。ミリ波は指向性が強くかつ広帯域の使用が可能で、特定の場所への大容量データ伝送に適
している。このシステムは、屋外でミリ波通信を実際に定常的に利用する国内初めての例でもある。
2011年 7月のデジタルテレビ放送への完全移行に
伴い、集合住宅でもその対応が進みつつある。しかし、
アンテナやデジタルチュー ナを設置しても、同軸ケ ブー
ルや各戸への分配器が UHF帯（地上デジタル波）や
マイクロ波帯（BS／CS）に対応していないと、デジタル
放送は受信できない場合もある。特に、築 20 年以上
経過した集合住宅では、同軸ケ ブールが老朽化してい
たり、アナログ放送用のVHF帯ケーブルが使用され
ていることが多く、改修に手間が掛かっていた。
2009年12月25日から60GHz帯のミリ波を利用して、
BS／CS／地上デジタル放送を無線伝送して各家庭で受
信するシステムが、埼玉県所沢市の大規模マンション
で稼働した 1）。このシステムは、総務省からの委託注1）
を受けて、シャープ（株）が専用モジュールを2009 年 1
月に開発し 2）、DXアンテナ（株）がこれをシステムとし
て構築し2009 年 7月より販売しているものである3、4）。
今回このシステムを導入したのは、築 36 年の14 階
建てマンションで、屋上の共同アンテナで受信した
UHF帯とBS／CS 帯注 2）の出力を、屋上に取り付けた
送信機内のアップコンバータで 59.1～ 61.6GHzのミリ
波に変換して、送信機で階下に向けて無線伝送する
（図表）。各戸のベランダに取り付けた受信機でこのミ
リ波を受信し、もとの周波数に戻した後、同軸ケーブ
ルで室内に配線する。今回のマンションの場合、送信
機 6台、近距離用の受信機 57台、中距離用の受信
機 101台が使用された。
2000 年の電波法改正で、59 ～ 66GHzのミリ波は
「特定小電力無線局」として、免許や許可・申請なしで
も高品位な映像の多チャンネル伝送へ利用することが
認められた。ミリ波は周波数が高いため、指向性が強
くかつ広帯域の使用が可能であり、特定の場所に高品
位テレビの大容量データを無線伝送するのに適してい
る。このシステムの送信機は、2次アンテナとして半円
球のレンズアンテナを使用しており、送信ビーム幅は 7
度である。
このミリ波無線伝送システムは、デジタル放送の難受
信世帯の解消を目的としているが、屋外でミリ波通信
を実際に定常的に利用する国内初めての例でもある。
注1：総務省の「電波資源拡大のための研究開発」事業の
「ミリ波無線装置の低コストの小型ワンチップモジュール
化技術の研究開発」
注2：BS／CSの放送周波数は、11.71～12.75GHzだが、パ
ラボラアンテナに取り付けられた受信機で1. 0 32～
2.072GHzに変換されて出力される。
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